
総合診療科医が知っておきたい希少疾患
～診断の鍵はALP低値を見逃さないこと～

ご視聴方法

2021年8月10日（火）

伊東 伸朗 先生
東京大学医学部附属病院 腎臓・内分泌内科 助教

下記URLにアクセスいただき、ご視聴くださいますようお願い申し上げます。
なお、視聴サイトは当日17:00からオープンいたします。

https://next-live.jp/project/alexion_hpp_web_seminar_210810/

演者

18:00～18:45

セミナー・講演会に関する最新情報は下記リンクにアクセスの上ご確認ください

https://strensiq.jp/seminar

（セミナー紹介）

HPPはアルカリホスファターゼ （ALP）の活性が遺伝子変異により、欠損・低下することによって発症す

る疾患です。昨今、治療薬の登場により疾患認知が広まる中で、国内外において軽症例～重症例の症

例報告が増えてきています。しかし、特に比較的軽症である成人型HPPは、未だ疾患啓発が十分とは言

えず、非特異的な症状を呈することから鑑別診断が難しく、未診断患者が多く存在すると考えられていま

す。本セミナーは、日頃多岐に渡る疾患の鑑別を行っている総合診療科の先生方にALP低値にご留意

頂きたく、成人型HPPと症状の似ている他の疾患との鑑別ポイントついてご紹介させて頂きます。

ご検索いただきまして医療従事者向けサイトよりお入りください。
ストレンジック

座⾧ 志水 太郎 先生
獨協医科大学病院 総合診療科 教授


